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「  戻 り 寒 波  」 

（ 君田フォトクラブ： 山口 誠 さん 撮影） 

１ 

（石原区） 

２０２４年 
３月号 

 Ｎｏ.３2３ 
 

そよ風通信

mailto:Tel(0824)53-2759


 支所だより   

災害義援金詐欺に注意しましょう 

  ～ 過去にあった事例 ～ 

① 電話で市役所等の職員を名乗り、「これから戸別訪問します」という電話があった。さ

らに「近所でも義援金を頂いた」と言って安心させた事例もあった。 

② 「被災地救済のため，名産品を代引配達で送るので協力してほしい」という電話があ

った。見返りがあるかの内容で誘導した事例であった。 

※ もしこのような電話があったら、家族や警察などに相談しましょう。 

 

 

 

★道路の異常に関する情報提供のお願い★ 

三次市では、交通の安全を確保するため道路 

パトロール等を行っていますが、もし君田町内の 

道路で、穴や落石などの異常を見つけたときは、 

三次市君田支所までご連絡ください。 

 令和６年春の全国交通安全運動について 

            実施期間：令和６年４月６日（土）～１５日（月）まで 

            （運動重点） 

1. こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保と、安全な横断 

方法の実践 

            2. 歩行者優先意識の徹底と「思いやりゆずり合い」運転の励行 

            3. 自転車等利用時のヘルメット着用と交通ルールの遵守 

 

 

 

こんにちは！君田診療所です！ 

   インフルエンザなどのウィルス感染症は、 

  咳やくしゃみなどの飛沫感染あるいは、接触 

  感染でうつります。咳エチケットやうがい手洗い 

  をして予防しましょう。 

  なお、当診療所を受診する場合にはマスク着用に 

  ご協力をお願いします。 

君田診療所 電話 ５３－２０２０ 

 
２ 

   ＜診療時間＞      

【月・火・金】 

  ９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

【木】 

９：００～１２：００ 

※ 午後は往診に回ります。 

＜お問い合わせ先＞ 

 三次市君田支所 電話 : 53-2111 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

守
ろ
う
！ 

君
田
の
絶
滅
危
惧
種 

  

君
田
町
内
に
は
、
な
ん
と
、
広
島

県
と
国
の
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ

れ
て
い
る
、
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
生
息
し

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
君
田
小
学
校

で
観
察
を
始
め
ま
し
た
。 

し
か
し
昨
今
、
京
都
、
大
阪
、
岡

山
、
福
岡
、
佐
賀
等
々
、
他
県
よ
り

多
数
の
マ
ニ
ア
が
来
町
し
、
大
き
な

虫
網
で
も
っ
て
採
集
し
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
な
ん
と
か
、
我
町
の
ギ
フ

チ
ョ
ウ
を
守
り
た
い
と
、
今
年
よ
り

保
護
を
目
的
と
し
た
看
板
（
右
写

真
）
を
、
発
生
地
に
設
施
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
皆
さ
ま
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

設
置
場
所
：
藤
兼(

フ
ー
セ
ン
ダ
ム

横)

・
石
原(

君
田
工
作
所
横)

・
君

田
小
学
校(

西
側) 

設
置
時
期(

期
間)

：
毎
年
３
月
下
旬

(

３
週
間
程
度) 

      

 

こ
ん
に
ち
は
！ 

三
次
市
集
落
支
援
員
の
今
本
豊
で
す
。 

 

君
田
地
域
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
に
資
す
る

活
動
、
主
に
、
空
き
家
調
査
や
自
治
組
織
と
の
情

報
を
共
有
し
、
地
域
の
賑
わ
い
づ
く
り
事
業
な
ど

に
協
力
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

 

今
回
は
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
令
和
６
年
２
月

末
に
行
っ
た
、
空
き
家
と
思
わ
れ
る
家
の
調
査
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

令
和
２
年
度
に
調
査
し
た
時
に
は
、
121
戸
の

空
き
家
と
思
わ
れ
る
家
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
132
戸
と
10
戸
以
上
増
加
し
て
い
ま
し
た
。 

 

明
ら
か
に
、
空
き
家
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

家
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
相
続
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
が
多
く
、
現
在
、
バ
ン
ク
登
録
へ
の

支
障
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
、
我
家
が
も
し
空
き
家
と
な
っ
た
ら
、

そ
の
後
の
処
理
の
方
は
ど
う
す
る
の
か
、
他
人
事

と
せ
ず
、
先
ず
、
元
気
な
内
に
考
え
て
み
て
み
ま

し
ょ
う
。 

 

 

皆
さ
ん
、
我
家
が
、
も
し

空
き
家
と
な
っ
た
ら
、
そ
の

後
の
処
理
は
ど
う
す
る
の

か
、
他
人
事
と
せ
ず
、
先
ず
、

元
気
な
内
に
考
え
て
み
て

み
ま
し
ょ
う
。 

 

空
き
家
の
荒
廃
は
進
む
前
に 

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
を
！ 

※
相
談
は
、
三
次
市
役
所(

定
住
対
策
・
暮
し

支
援
課)

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

三
次
市
君
田
地
区
公
衆
衛
生
推
進
協
議
会
主
催
、
歯
と
口
腔
の
学
習
講
演
会

を
、
尾
関
良
賢
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
２
月
29
日
、
君
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
約
30
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

日
々
、
美
味
し
く
食
べ
る
た
め
に
歯
は
と
て
も
大
切
で
す
。
し
か
し
、
歳
と

共
に
歯
を
失
う
方
が
多
く
、
そ
の
原
因
は
、
虫
歯
よ
り
歯
周
病
で
の
割
合
が
高

い
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
歯
周
病
で
出
来
る
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
は
、
悪
性

細
菌
が
増
殖
し
易
く
、
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
血
管
か
ら
菌
が
容
易
に
入
り

込
み
、
全
身
に
周
る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
・
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・
幼
児
の
低

体
重
、
早
産
・
関
節
リ
ュ
ウ
マ
チ
等
々
引
き
起
こ
し
た
り
と
、
全
身
に
多
く
の

悪
影
響
を
も
及
ぼ
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 

ま
た
、
歯
が
な
く
、
入
れ
歯
を
入
れ
て
い
な
い
状
態
で
は
、
唇
・
舌
・
の
ど

の
力
が
弱
く
な
り
、
う
ま
く
飲
み
込
め
ず
起
こ
る
誤
嚥
性
肺
炎
や
、
65
歳
以
上

の
方
の
約
半
数
が
、
夜
眠
っ
て
い
る
間
、
気
付
か
な
い
内
に
、
唾
液
を
誤
嚥
し

て
い
る
そ
う
で
、
こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
発
声
運
動
な
ど
、
嚥
下(

唇
・
舌)

を
鍛
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
ま
た
、
口
腔
を
清
潔
に
保
つ
た
め
の
歯
磨
き
は
、

ど
の
歯
を
磨
い
て
い
る
か
意
識
し
な
が
ら
、
歯
ブ
ラ
シ
に
力
を
入
れ
す
ぎ
ず
、

小
刻
み
に
動
か
し
磨
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

ご
家
庭
で
の
ケ
ア(

セ
ル
フ
ケ
ア)

だ
け
で
な
く
、
歯
科
医
院
で
の
定
期
的
な

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
行
う
事
は
、
感
染
症
予
防
に
劇
的
な
効
果
が
確

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
で
は
歯
肉
か
ら
上
の
見
え
る
部
分
を
し
っ
か
り
ケ
ア

し
、
歯
肉
で
隠
れ
て
い
る
部
分
の
プ
ラ
ー
ク
や
歯
石
な
ど
は
、
専
門
家
に
任
せ

る
口
腔
ケ
ア
を
、
明
日
の
自
分
の
た
め
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

細
菌
が
増
殖
し
易
く
、
そ
こ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
血
管

か
ら
、
菌
が
容
易
に
体
内
に
入
り
全
身
に
周
り
、
動
脈
硬

化
・
心
筋
梗
塞
・
脳
梗
塞
・
幼
児
の
低
体
重
、
早
産
・
関

節
リ
ュ
ウ
マ
チ
等
々
引
き
起
こ
す
な
ど
、
全
身
に
も
多

く
の
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

ま
た
、
歯
が
な
く
な
り
、
入
れ
歯
を
入
れ
て
い
な
い
状

態
で
は
、
唇
・
舌
・
の
ど
の
力
が
弱
く
な
り
、
う
ま
く
飲

み
込
め
ず
起
こ
る
誤
嚥
性
肺
炎
や
、
な
ん
と
、
65
歳
以

上
の
方
の
約
半
数
が
、
夜
眠
っ
て
い
る
間
、
気
付
か
な
い

内
に
、
唾
液
を
誤
嚥
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た
め
、
発
声
運
動
な
ど
、
嚥
下(

唇
・

舌)

を
鍛
え
る
こ
と
、
そ
し
て
、
口
腔
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
大
事
で
す
。
か
意
識
し
な
が
ら
、
歯
ブ
ラ
シ
に
力
を

入
れ
す
ぎ
ず
、
小
刻
み
に
動
か
し
磨
く
の
が
ポ
イ
ン
ト

で
す
。 

ご
家
庭
で
の
ケ
ア(

セ
ル
フ
ケ
ア)

だ
け
で
な
く
、
歯
科

医
院
で
の
定
期
的
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア
を
行

う
事
は
、
感
染
症
予
防
に
劇
的
な
効
果
が
確
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
で
は
歯
肉
か
ら
上
の
見
え
る
部
分
を
し

っ
か
り
ケ
ア
し
、
歯
肉
で
隠
れ
て
い
る
部
分
の
プ
ラ
ー

ク
や
歯
石
な
ど
は
、
専
門
家
に
任
せ
る
口
腔
ケ
ア
を
、
明

日
の
自
分
の
た
め
心
掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

ご
家
庭
で
の
ケ
ア(

セ
ル
フ
ケ
ア)

だ
け
で
な
く
、
歯

科
医
院
で
の
定
期
的
な
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ケ
ア

を
受
け
る
事
は
、
感
染
症
予
防
に
も
劇
的
な
効
果
が
確

定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

自
分
で
は
歯
肉
か
ら
上
の
見
え
る
部
分
を
し
っ
か

り
ケ
ア
し
、
痛
く
な
く
て
も
定
期
的
に
歯
医
者
さ
ん
で

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
、
歯
肉
で
隠
れ
て
い
る
部
分
の
プ
ラ

ー
ク
や
歯
石
な
ど
は
、
専
門
家
に
任
せ
る
口
腔
ケ
ア

で
、
皆
さ
ん
！
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。 

毎
日
の
口
腔
ケ
ア
は
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま
す
！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

４ 

「
君
田
町
内
で
映
画
を
楽
し
も
う
！
」
を
合
言

葉
に
、
君
田
自
治
区
連
合
会
主
催
『
あ
っ
た
か
む
ら

映
画
祭
り
』
を
、
２
月
18
日
、
君
田
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
映
画
祭
り

に
、
約
70
名
と
、
多
く
の
方
々
が
ご
来
場
下
さ
い

ま
し
た
。
会
場
内
で
は
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
「
い
や
っ
、

久
し
ぶ
り
。
元
気
に
し
て
た
ー
」
と
、
挨
拶
が
聞
こ

え
て
い
ま
し
た
。 

今
回
は
吉
永
小
百
合
・
天
海
祐
希
主
演
「
最
高
の

人
生
の
見
つ
け
方
」。
自
ら
の
殻
を
破
り
、
初
め
て

知
る
生
き
る
喜
び
に
輝
く
、
２
人
の
人
生
を
描
い

た
ハ
ー
ト
フ
ル
な
映
画
で
す
。 

 

「
い
い
映
画
じ
ゃ
っ
た
ね
」「
随
分
映
画
見
て
な

い
か
ら
、
楽
し
み
に
来
た
ん
よ
」
等
々
、
皆
さ
ま
か

ら
嬉
し
い
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。
ど
う
か
、
次
回
も

お
楽
し
み
に
！ 

    

「
い
い
映
画
じ

ゃ
っ
た
ね
」
「
随

分
映
画
見
て
な

い
か
ら
、
楽
し
み

に
来
た
ん
よ
」

等
々
、
皆
さ
ま
か

ら
嬉
し
い
お
声

を
頂
き
ま
し
た
。 

ど
う
か
、
次
回

も

お

楽

し

み

に
！ 

   

 

久
し
ぶ
り
の
映
画
祭
り
で
し
た
！ 

 
成長を実感する季節を迎えて   【君田小学校】 

 

「大谷グローブ」が届きました 

 

３月に入り、一段と明るい陽射しに春の訪れを感じる季節となりまし

た。早いもので今年度も残すところ２週間あまり、子どもたちはこの１年

間で心も体も大きく成長しました。 

来年度から全学年複式学級になります。１月から複式学級に慣れていけ

るよう、相互参観や複式授業の試行、学習リーダーの育成に取り組みまし

た。各学級では、学力調査結果をもとにした学習のまとめや新入生の体験 

       入学を行いました。児童が不安をも

つことなく次年度に進めるように指導したいと思います。 

保護者・地域の皆様には、この1年間様々にご協力・ご支援を賜りありが

とうございました。新年度も引き続き、よろしくお願いいたします。 

 

ロサンゼルスドジャースの大谷翔平選手が全国の小学校にグローブを寄贈しました。 

君田小学校にも「大谷グローブ」が届きました。みんなにグローブを紹介して、後日、

児童会でグローブの使い方について話し合いました。今日も子どもたちは「大谷グロー

ブ」をしっかり持って、グラウンドに飛び出しています。 

 

つことなく次年度に進めるように指導したいと思いま

す。 

保護者・地域の皆様には、この1年間様々なご協

力・ご支援を賜りありがとうございました。新年度も

引き続き、よろしくお願いいたします。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

「分類別」ではなく、「生息地域別」の構成。

生物がそれぞれの環境で生きるリアルな姿を紹介

した図鑑。

・動物

・危険生物

・恐竜

・人体

・星と星座　　どなど…

書名 著者名

写真でみる紫式部の有職装束図鑑 仙石　宗久

nanahoshiのお祝いおりがみ たかはし　なな

源氏物語　１～３巻 　紫式部／著，角田　光代／訳

私立図書館・黄昏堂の奇跡 岡本　七緒

農ガール、農ライフ 垣谷　美雨

りょうしりきがくfor babies クリス・フェリー

ノラネコぐんだんぺこぺこキャンプ 工藤　ノリコ

頂上決戦!絶滅危険生物最強王決定戦 Creatures Journey

知図を描こう! 市川　力

怪盗ドタンととうめいな絵　 泉　小春

魔女の宅急便　全６巻 角野　栄子

ナイチンゲールが歌ってる ルーマー・ゴッデン

 図書館カレンダー　　
3月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 日時：3月16日(土)

3 4 5 6 7 8 9 10:30～

10 11 12 13 14 15 16 場所：　君田生涯学習センター　

4月１日（月）は、 17 18 19 20 21 22 23 （詳細は、ばんびのお話し広場の

開館します。 24 25 26 27 28 29 30 　Instagramに掲載）

ご利用をお待ちしています。 31 　　

休館日　 ばんびのお話し広場

児
童
書

絵
本 Eク

375イ

457.8チ

読
み
物

913.6イ

933.6ゴ

知
識

Eフ

913.6ア

分類

一
般
書

実
用

書

210.09セ

B913.6ム

913.6オ
文
学

913.6カ

754.9タ

君田図書館だより
開館時間：9時30分～18時 12～13時閉館

休館日：毎週月曜日/年末・年始 三次市君田町東入君644-8

ホームページ：https://tosho.city.miyoshi.hiroshima.jp Tel/Fax：(0824)53-7050

2024年3月号

ばんびのお話し広場
春休み期間中の

開館について

日時：3月24日（日）10時～

開催場所：三次市立図書館（中央館）

★図書館へ行こう

★昭和の音を楽しむ会

★古本リサイクル市 など

いつもは静かな図書館が

楽しいコーナーでいっぱいの日！

＊詳しくはチラシで！！

まるごと１日

わいわい図書館
『角川の集める図鑑GET』
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こんにちは！君田保育所です。 

 木の芽月ともいわれる 2 月。園庭の木々も寒さに耐えながら芽吹

き始めています。そんな木々の姿を見ながら、君田保育所の子ども

達も元気にたくましく育ってほしいなと感じています。 

１月の雪の日には寒さに負けず雪遊びをしました。雪合戦やそり

すべり、雪だるまづくりなどを楽しみました。そり滑りでは優しく

リードしながら未満児組のお友だちを前に乗せ、ゆっくり滑る年長

児の姿がありました。「怖くないよ」「楽しいよ」と、声をかけられ

安心して体を預ける未満児組の子ども達。そして、年長組の子ども

達には、思いやりの心や、優しさの気持ちが育っていることに、成

長を感じ嬉しく思いました。天気の良い日は園庭で手作りの凧もあ

げました。風の強い日はよく凧が上がることに気づいたり、友だち

同士でどっちが高いか競争したり…園庭を力いっぱい思いっきり走

り回った年少組でした。昔ながらの羽根つきにも挑戦しました。な

かなかうまく追羽根が羽子板に当たらず苦戦しました。【左手で追羽

根を落として、右手で打つ！】という、左右の手で違う動きをする

ことがまだまだ難しい年中組の子も、繰り返し遊ぶことで何とか当

たるようになり、「当たった～！」「羽が飛んでったぁ！！」と大喜

びでした。友だちと一緒に、色々な遊びを経験する中で、うまくい

かなくても根気よく続けることや、できるようになった時の達成感

を感じながら過ごしています。 

２月２日には節分祭「春を呼ぶ会」を行いました。各年齢で工夫

を凝らして作成した鬼のお面(帽子)を着けて新聞紙で作った「新聞

豆」で豆まきをしました。自分の中の追い出したい鬼を発表しあい、

「おにはそと～！！」「ふくはうち～～！！」「はるよこ～い！！」

と元気いっぱい春を呼びました。これで今年も元気に過ごせそうで

す。 

これからは、就学・進級に向かって、子ども達一人ひとりが不安

なく、大きくなる喜びを感じられるような関わりを進めていきたい

と思ってます。 
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